
ふるさと納税の謝礼品に

間伐材（杉）の割り箸 

 

～バイオマス丹波篠山が供給～ 

篠山市も全国に向け「ふるさと応

援寄附金」を募っています。その謝

礼品のひとつとして間伐材の割り箸

をバイオマス丹波篠山が提供させて

いただいています。「ふるさと応援寄

附金謝礼品カタログ」の中の紹介文

を引用させていただきます。 

「篠山市内で間伐された木材を使っ

た割り箸です。間伐など適正な里山

整備を行うことで、本来の里山が持

つ様々な機能を復元させ、自然災害

に強い、安全な地域づくりに貢献し

ています。」 

 もうすでに５０名以上の方々に贈

らせていただきました。 

 

 

 

「ぬくもりの郷」でペレットボイラー稼働 
今年５月より「今田薬師温泉 ぬくもりの郷」で木質ペ

レットボイラーが稼働開始。バイオマス丹波篠山がペレ

ットを供給しています。  ＜ぬくもりの郷ＨＰより＞ 

間伐材などを圧縮

成型した固形燃料「木

質ペレット」を、ボイ

ラーやストーブの燃料

に使用するところが増

えています。市役所や５

つの支所をはじめ、

すでに 30 を超え

る一般家庭でもペ

レットストーブを

導入されています。    

放置されていた

間伐材の有効利用が促進され森が整備されて元気になり

ます。 

 

「野間の森づくりプロジェクト」を応援 

間伐や里山整備にも全力！ 

野間自治会は今「野間の

森づくりプロジェクト」を

進めています。集落内の伊

根山を中心に、場所によっ

て保育間伐・整理伐や皆伐

を行うとともに、サクラ・

モミジなどの景観樹やク

リ・ユズなどの果樹の植樹に

よって、住民がふれあい憩う

ことができる森づくりを目指

しています。そのプロジェク

トをバイオマス丹波篠山は応

援、お手伝いしています。 

また篠山市が力を入れて進めている間伐計画にも参加。

今年度は栗柄、上板井、犬飼で間伐作業を行っています。 
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バイオマス丹波篠山新聞 



「虹の賞」を受賞 

「コープこうべ虹の賞」は毎年、市民活動の推進に大きく貢献した個

人や団体に贈られています。７月２７日の授賞式のようすです。 

森の健康診断 
森の健康診断もまた丹波篠山木の駅実行委員会

が力を入れて取り組んでいる事業です。 

山に手が入らず、間伐遅れの人工林が各所で見

られます。森の健康診断とは「実際、どの程度の

人工林が間伐遅れなのか？」とか「どの程度間伐

すればどのくらい他の植物が生えるのか？」など

の問に科学的に答えるための情報蓄積をめざす作 

業です。      さとやまの日の森の健康診断 

 マニュアル 

に従い誰でも 

簡単に測定作 

業ができます。 

 今年はその 

一回を 5 月 5 

日のさとやま 

の日に合わせ 

て実施しまし 

た。来年もま 

たやります。 

ぜひご参加く 

ださい。 

「さとやまの日」 
篠山市は昨年 12 月、命を育む豊かな 

森と水を未来につなぐため、「ふるさと

の森づくり条例」を制定しました。条例

は、森づくりに関する活動を推進するた

め、5月 5日を「里山の日」としました。 

 第 1回目となった今年の 5月 5日には

せんじゅの森や篠山チルドレンズミュ

ージアム、並木道中央公園、ささやまの

森公園などで，さまざまなイベントが開

催されました。 

⇓「里山の日」のロゴマークです 

 

「丹波篠山木の駅実行委員会」の活動  
「丹波篠山木の駅実行委員

会」は 2012 年、「木の駅」に

間伐材を軽トラック１台分持

ち込めば、市内加盟店で利用

できる地域通貨「里山券」

2,000 円分と交換できる制度

を開始。 

広く市民から集めた里山資

源を有効活用して薪やペレッ

トに加工し、地域内のエネル

ギー自給を推進し、持続可能

な社会実現に貢献することを

目的としています。 

 今年で第２５回となる授賞式では２個人

１３団体が表彰されました。篠山からは今

回「笑顔つながるささやまステイ実行委員

会」とともに受賞させていただきました。

１０月１日のペレット・薪ストーブの講演

会で講師をお願いした谷口氏が代表をされ

ている「篠山市地球温暖化防止活動推進連

絡会」はずっと早く 2007 年に受賞されてい

ます。 

 



パリ協定 11月 4日発効 

二酸化炭素排出ゼロへ 

 地球温暖化対策の新たな国際ルール「パリ協定」

が 11 月 4 日に発効しました。二酸化炭素などの

温室効果ガス排出を今世紀後半に実質ゼロにする

ことを目指します。すべての国が化石燃料に頼ら

ない「脱炭素社会」を目指す仕組みが始まります。 

～出遅れる日本、ならば地域から～ 
発効に遅れること 4 日、11 月 8 日にようやく日

本も国会で条約が批准されましたが、すでに世界

各国政府は対策に乗りだし、産業界も取り組みを

加速させています。日本政府や産業界は温暖化対

策は経済成長を阻害するという意識にとらわれた

ままに見えます。 

それなら、もう自分たちで地域から少しずつで

も変えていこう。自立心を持った小さな動きの広

がりが国を動かすことに繋がります。 

ストーブ展示会と講演会を開催 
9 月 30 日～10 月 2 日、ペレットストーブと薪ストー

ブの展示会を篠山市民センターで実施。10 月 1 日（土）

には講師二人を招いて講演会を開催しました。 

講演会では最初に篠山市地球温暖化防止活動推進連

絡会会長の谷口功氏のお話。セミの初鳴きが温暖化の影

響で年々早くなってきているとの身近な例から始めて、地球規模で環境が悪化する一途であり温暖

化対策が差し迫った課題であることを、独

特のユーモアを随所に交えてご講演いた

だきました。 

続いて京都からお越しいただいた松田

直子氏。2006 年に森林バイオマスの利用

を提案する（株）Hibana を設立。木の燃

料を活用した火のある暮らしを京都から

提案・発信していくことを目指し、「京都

ペレット町家ヒノコ」を運営されています。 

木を燃やすことは二酸化炭素を増やす

ことにはならず、地球温暖化対策にも貢献

できることなどを説かれるとともに、篠山

市内のストーブユーザー３人（岡沢さん、

平田さん、藤井さん）への和気あいあいとしたインタビューを交えながら、ペレットストーブ・薪

ストーブの魅力を語っていただきました。 

３日間のストーブ展示では、ペレットスト

ーブ・薪ストーブ合計８台を市民センターギ

ャラリーに並べ、たくさんの方々に見ていた

だくことができました。立ち会っていた担当

者がさまざまな質問や意見をお受けし、お答

えする場面もたびたびありました。関心をお

持ちの方がいらっしゃることを喜ぶととも

に、もっとたくさんの方にその魅力と意義を

知ってもらう活動の大切さを感じた展示会

になりました。 



薪ユーザーのみなさま 

アンケート調査にご協力ください 
このページを切り取ってファックスでお送りください。ご連絡をいただければ回収にも伺います。 

（電話 079-593-1150  ファックス079-593-1377 NPO 法人バイオマス丹波篠山）  

ご協力いただいた方にはバイオマス丹波篠山より薪のプレゼントをさせていただきます 

 

① 利用方法  ○をつけてください（ご利用のものすべてに○をご記入ください） 

 １（  ）薪ストーブ   ２（  ）薪ボイラー 

 ３（  ）薪燃料風呂   ４（  ）かまどなど炊事や調理 

 ５（  ）その他 ⇒具体的にご記入ください（                          ） 

 

② 薪の利用量（１年間で使う量を、次のうち使いやすい単位で、おおよその数字をご記入ください） 

 （    ）kg  （    ）束  軽トラック（    ）台分 

 

③ 薪の入手方法  ○をご記入ください（該当のものすべてに○をご記入ください） 

 １（  ）原木を自分で切り出すか、もらって自分で薪割り 

   ⇒その原木はどこから切り出しますか？・（  ）所有林 ・（  ）他者林 ・（  ）共有林 

 ２（  ）原木を購入し、自分で薪割り 

   ⇒その原木はどこから購入しますか？ ・（  ）木材販売等企業  ・（  ）知り合いの個人 

 ３（  ）薪を購入 

 ４（  ）その他（解体した木材や木工所の端材等） 

 

④ ３薪を購入と回答した方にお尋ねします。 

○をご記入ください（該当のものすべてに○をご記入ください） 

 １ 購入先は市内ですか？市外ですか？                   ・（  ）市内  ・（  ）市外 

２ その購入先は個人の方ですか？販売店・企業ですか？  ・（  ）個人  ・（  ）販売店・企業 

３ 購入単位価格を教えてください。（単位は○で囲んでください、金額は数字をご記入ください） 

  （薪１Kg・１束・軽トラック１台） ￥       円 

４ 購入先を決める要素は何ですか？ 

・（  ）価格  ・（  ）質（樹種、乾燥度合いなど） 

・（  ）その他のサービス ⇒具体的に御記入ください（                   ） 

 

⑤ 当団体では、薪の宅配サービスを考えております。シーズン限定定期配送サービスで、契約宅にラックを設

置し配送するサービスです。機会があれば利用しますか？     ○をご記入ください         

・（  ）利用してみたい  ・（  ）自給できるので不要     

・（  ）将来考える      ・（  ）原木の配達があればいい 

 宅配サービスであればいいと思われるサービスをご自由にお書きください 

（                                                    ） 

 

⑥ 住所、氏名などご記入ください 

住所 (郵便番号                   ) 

氏名  年齢  

電話番号  ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  

 

ご協力いただいた方には、木質バイオマス燃料情報や当会の活動状況などを随時お送りいたしたく思います。

情報提供が必要かどうか次に○を記入してお示しください。 

⇒燃料情報や活動状況など （  ）送ってもらっていい （  ）送ってもらわなくていい 

 

ありがとうございました。お答えいただいた大切な情報はバイオマス丹波篠山の今後のペレット、薪製造や間

伐事業推進の参考資料とさせていただきます。また、バイオマス利用促進啓発活動や当会の運営案内などにも利

用させていただきます。なお、当会へのご意見、ご質問などございましたら、何でも気軽にお聞かせください。 

E-Mail : info.bmtsasayama@gmail.com  NPO 法人バイオマス丹波篠山 

mailto:info.bmtsasayama@gmail.com

